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第7号 様式(第9条 関係)

収 支 報 告 書

(ふ り が な)ぜ い りしに よるかわ さき じろ うこ うえんかい'

1政 治 団 体 の 名 称 税理士による川崎二郎後援会 一

Nb.i一

受 付 印 111

平成 底 コ年 分(平 成 年 月 日開催分)諮へ
il273、30L

政 治 団 体 の 区 分

口 政 党

口 政 党 の 支 部

口 政 治 資 金 団 体

口 政治資金規正法第18条 の2

第1項 の規定による政治団体

1匹Lそ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の他 の政 治 団 体 の支 部

＼韓雛
一
一

昂 一

2主 たる事務所の所在地 津市上弁財町9-31一

3代 表 者 の 氏 名 大 西 徳 松. 活 動 区 域 の 区 分

'

4会 計 責任 者 の氏名 武 内 久郎　
口2以 上の都道府県 の区域等

回 洞 一 の都 道 府 県 の 区域 内

資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 有 無 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 区 分

事務担当者の氏名

中村 多 重 子

(電話)059-226-3222

(電話)

一

口 有

公 職 の 種 類

資金管理団体の届

住 所

口 無 ・

口 政治資金規正法第19条 の7第1項

第1号に係る国会議員関係政治団体

セ1政 治資金規正法第19条 の7第1項
づ

第2号に係る国会議員関係政治団体

公職の候補者の氏名 一川崎二郎 ・

公 職 の 種 類 衆議院議員一

資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 期 間
[国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に

関 す る 特 例 の 適 用 期 間

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

1



,○ 一こ)
幽

㌧し

(その2)収 支 の 状 況

1収 支の総括表 ■
収 入 総 額(②+③)①

十億
一
百万
2 8 9 0 4 0 イ

`

!

6'!

71,

'

(前 年 か らの繰越額)② 1 2 6 0 2 4

(本 年 の 収 入 額)③ 1 6 3 0 1
一一

支 出 総 額 ④ 1 8 6 8 5一

翌 年 へ の 繰 越 額(① 一④)⑤一

τ

1 0 2 1 8 3
一

「

2収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費一
金 額

一
十億 百万 千 円

員 数

一
1

E

人

一一

一

(2)寄 附

■

.

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分
一金 額

一
備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附
十億

一

;百万

1一

〔 うち特定寄附 〕

一
達

(イ)法人その他の団体からの寄附 {
争

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 ; 1 0 0 0 0 0 '一

1小 計(ア)+(イ)+(ウ)

一

_瞬 一一一一一 1 0 0 0 0 0
一

げ

一 一

〔寄附の うち寄附のあっせんによるもの〕 1

{

ミ一
イ 政 党 匿 名 寄 附 一1

一 一

・合 計 ア+イ
一

1 1 0 0 0 0 0㌧一 一一一 一
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」つ つ

(そ の6)

(6)そ の他 の収入

摘 要
1一

金 額
1

備 考
十億 百万 千1

T一

円

1 一

一

一 一

1

こ の 頁 の 小 計
1

■

ノ

1件10万 円 未 満 の も の 6 3 0 1 6

合 計 6 3 0 1 6
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_一

(その7)(↓1
.2.3の い ず れ か に ○ をつ け て くだ さい)

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 ・・臥2・ 法人 ・その他の団体(3・)飴 団体
一
寄附者の氏名

(団体にあっては、その名称)
金 額 年 月 日

住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

一
職 業

(団体にあっては、代表者の氏名)
備 考

一
東海税理士政治連盟

構 莇
1 ℃ 0 0 0

一

〇 2622 名古屋市 中村区名駅南2-14-19 鈴木 剛
1 1

1

一

一 一
一

一

一

1

1

1

一 一

1

一 一 一

一

1

1

一
一

こ の 頁 の 小 計

一

1 0 0 0 0 0 '

奇

そ の 他 の 寄 附

合 計 1 0 0 0 0 0



汽

つ'づ

(その13)・

3支 出項 目別 金額 の内訳

(1)支 出 の 総 括 表
一

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費
1

(1)人 件 費

十億 百万 千 1 円

一

(2)光 熱 水 費

一一 一

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費

一 一

(4)事 務 所 費 1 0 0 0 0
1-一監査謝礼金

一
小 計 1 0 0 0 0 1(1)～(4)の 計 … ①
一

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費

1一

1 7 6 8 5 7

(2)選 挙 関 係 費

(3)機 関紙誌の発行その他の事業費

一 一

2(3)ア ～ エ の 計

1

一一
ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費

一一 一

イ 宣 伝 事 業 費 1

ウ 政治資金パーティー開催事業費
I
Iエ そ の 他 の 事 業 費

14)調 査 研 兜 費

一 一1

(5)寄 附 ・ 交 付 金
1

1(6)そ の 他 の 経 費

示 計
冒 1 7 6 8 5 7 2(1)～(6)の 計 … ②
一一一1

合 計
一 11

8 β 8 5 7 ①+②
'一

ぢ



ρ ・9三ピ

(そ の14)

(2)経 常経費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 簑
出轟 け窮
.籍 責

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
氏名

(団体にあっては、そ の名称)
支出を受けた者の住所

(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備考
十億 百万

一

干 円
一一

一

←

一

i

旨
一

一

1 1
一一

1

一

Io !

i

1

、

1

1

こ の 頁 の 小 計

一

1
、

ら

そ の 他 の 支 出 / o 0 0 o

合 計
1

/ 0 〃 o o



己再 既

、!1

「

(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分 組織活動費(総 会 ・懇親会 ・交際費 ,)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備考

食事代 1 4 3 8 3 2
'
2622

一
津都ホテル 津 市大 門7-15

川崎二郎と語る会
参加費

1 2 0 0 0 0 2643 川崎二郎後援会 津 市渋見 町638-1

一
1 1 一

1

一

一一一

1

i

一
i 1

一

1

一

こ の 頁 の 小 計

一

1 6 3 8 3 2
一

`

7

そ の 他 の 支 出

一

1 3 0 2 5

合 計 一 霊7 6 8 5 7一
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(その17)資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表
1-
1資 産 等 の 有 無

一 一 一一

資 産 等 の 項 目 別 区 分

一一

有 無

一

備 考 中

ア 土 地 口 レ

イ 建 物 口 レ

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 レ

ゴ 取 得 の 価 額 が 、。。万 円 を 超 え る 動 産 口 レ

オ繋灘 鱒 鎖鑛織論錨 露擦讐 口 レ

一

1

1

力 金 銭 信 託 口 レ

キ 有 価 証 券 口 レ

ク 出 資 に よ る 権 利 口 レ
一

ケ 貸付先 ごとの残 高が100万 円を超 える貸付金 口 レ

コ 支 払 われ た金 額 が100万 円 を超 え る敷 金 口 レ

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権利 口 レ
1

り 借入先 ごとの鵬 が、。。万 円を超 える借入金
1

口 レ
一 一

」
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「) つ
(その2°)宣 誓 書

一一

添付書類(別 紙のとお り)

」

○ 領囎 の写し

-

2監 査意見書(政 党の本部及び政治資金団体に限る。)

◎ 政治資鑑 査報告書(国 会議員関係政治団体に限る・)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

平成z7年3月30旺

政治 団体 の名 称 艇愈 1・♪川 崎二離 魔 '

会計責任者の氏名

f

訣 蒔 久 蘭'
'

二量セげ懸
騨 ■■「==」」【一冒」

1『:」こ1

代 表 者 の 氏 名

(解散時のみ記入すること) ㊥

※ 政治団体の解散に伴う収支報告書には・会計責任者の氏名の記名押印又は署名のほカ＼

9

代表者の氏名の記名押印又は署名が必要です。

一



政治資金監査報告書

平成27年3月27日

税理士による川崎二郎後援会 層

代 表 大西徳鳳
嚇 治資鑑査人 紛 勧 藩
登 録 番 号 第).∠ 境 ダ 号

研修終了朝 日 平成ゾ 年6ル6日 ,

1 監査の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」と∀、う。)第19条 の13第1項 の規定に基づき、

A 税理士による川崎二郎後援会の平成2σ 年に係る法第12条 第1項 に規定する収支報

告書のすべての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計

帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細書に

ついて、支出に関す る政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定める ところに より政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュ

アル 」 とい う。)に 基 づ き行 った。

(3)私 の責任は、外部性 を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の 至
作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書

等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細書について、政治資金監査

マニュアル に基づき政治資金監査 を行 った結果 を報告す ることにある。

(4)こ の政治資金監査は、税理士による川崎二郎後援会の主た る事務所において行った。
!

L' 2 監査の結果

私が実施 した政治資金 監査の結果 は、以下のとお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項について、会計帳簿、明細書、領収

書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細書が保存されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項について、会計帳簿には、当該国会

議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員

関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項 について、法第12条 第1項 に規定

する収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明

細書等及び振込明細書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項について、領収書等を徴 し難かった

支出の明細書等は、会計帳簿に基づいて記載されていた。



3 業務制限

税理士による川崎二郎後援会と私との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反

す る事実はない。1

また、税理士による川崎二郎後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の

従業者 との間において も、同様である。

以上

e

、
、

(二


